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研究成果の概要（和文）：発達障害・他がある子ども(以下、対象児)の養育者の社会参加を支援するために外出
に関する質問紙(以下、外出に関する質問紙)が完成した。①本質問紙により対象児の養育者が社会参加するため
の手段となる外出が制約されている要因や外出へのニーズを聞き 取ることができる。②作業・活動の1つである
「外出」に焦点化したニーズの定量的な把握が可能となり、作業療法学領域からより具体的に対象児と養育者へ
の地域包括支援を提案することができる。③より広く活用するためにも、発達支援センター長、児童発達支援事
業の施設長、発達障害研究の専門家や有識者による活用方法と活用実績を積み重ねることが重要である。

研究成果の概要（英文）：In order to support their social participation, a questionnaire regarding an
 outing for parents or caregivers of children with developmental disabilities and related 
disabilities*１ has been developed.  The questionnaire allows us to obtain the factors preventing 
the parents or caregivers of the intended children from the outing as social participation and their
 needs for the outing.  The questionnaire also makes it possible to quantify the needs focused on 
the outing as one of the occupations/activities, allowing us to suggest concrete regional 
comprehensive support in the field of occupational therapy for the intended children and their 
parents or caregivers.  For a further application, it is important to collect utilization methods 
and results from directors of the child development support centers and the projects of child 
development support, as well as from key figures and experts in the research filed of child 
development. 

研究分野：発達障害作業療法

キーワード： 発達障害　運動障害　養育者　外出　社会参加　質問紙

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、対象児の養育者の社会参加を支援するための「外出に関する質問紙」の開発により、①養育者が社会
参加するための手段となる外出が制約されている要因やそのニーズを多くの養育者から聞き取ることができる。
②養育者のニーズを基に現存する地域資源の活用方法と整えるべき地域資源を見出すことができる。開発された
質問紙を積極的な地域包括支援に活用することは家族を中心としたwell-beingを具現化すると同時に、生態学的
視点における作業療法学の構築にも寄与すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

対象児と養育者のWell-beingと地域包括的支援-生態学的モデルと作業療法学の構築- 

地域での包括的支援の重要性が問われるなかで作業療法も病院から発達支援センター

などを中心とした地域の通園施設で行われるようになった。そして、同時に他職種連携

による対象児の養育者への個別的支援も行われている。対象児と養育者の特別なニーズ

はライフステージによって異なるため、該当するステージの環境因子や個人因子との関

係性で特別なニーズに対する支援を提供するという生態学的な視点が重要である。本研

究は、「外出」という作業に対する困難さを明確にして、その支援を具現化するために

必要なツールを開発することで、作業療法学の地域における包括的支援への参画を後押

し、作業療法学の実践学的な重要性を示すものである。 
 
２．研究の目的 

対象児の養育者の社会参加を支援するための「外出に関する質問紙」の開発 
 
３． 研究の方法 
① 研究 1 
・対象:①発達障害がある子ども※1の養育者(以下、発達・養育者)と②脳性麻痺を中心と

する運動障害がある子ども※1の養育者(以下、運動・養育者) 

・方法:外出に関するインタビューガイドを用いて半構成的インタビューを実施する。 

・解析:質的手続き(KJ法)にて解析し質問紙項目を生成する。 

※1自閉症スペクトラム障害、学習障害、注意欠陥多動性障害等と脳性麻痺や重度重複障害を中

心とする運動障害がある子どもを指す 

② 研究 2 
・対象:発達障害がある子ども他の養育者の外出について詳しい有識者を当事者と判断

して ①発達障害がある子ども※1 の養育者(以下、発達・養育者)と②脳性麻痺を中心

とする運動障害がある子ども※1の養育者(以下、運動・養育者)とした。 

・方法と解析: Delphi法※2により妥当な項目を収斂する。 

③ 研究 3 

・対象:収斂された質問紙項目 

・方法: 収斂された質問紙項目を用いて質問紙を作成し、養育者による予備的な回答後

に有識者※3を交えて項目の妥当性と回答尺度を検討する。 

※2 Delphi法について:特定の課題に対する専門家やある集団の考えをコンセンサス（複数人の

間での合意）として把握するものである。同一対象者に調査を繰り返すことで意見の収斂を行う

ことや，２回目以降の調査で前回調査の結果がフィードバックされることが特徴である。 

※3有識者:発達障害・他について学術的研究や支援活動を実践している研究者や施設長 
 
４．研究成果 

① 成果 
平成 30 年度には Delphi 法調査が終了により、精査された質問紙項目が運動障害用と発達

障害用の「外出に関する質問紙」の項目を選定することができた。前者は 39項目、後者は

59項目が選定された。 



令和 1年には、これらの項目を 10名の運動障害がある子どもの養育者と発達障害がある子

どもの養育者が回答し、項目の内的妥当性を検討した。また、養育者からの質 

問紙についての感想を聞き取り、質問項目を精査した。令和 2年、3年には精査した質問項

目にて試行的に質問紙を作成した。しかし、コロナ感染の影響で発達支援センター長、児童

発達支援事業の施設長、発達障害の研究を専門としている専門家や有識者による会議が実

施できず、実質的な試行的な質問紙実施は R4年度に見送られた。令和 4年には、リモート

を中心に開催したが、十分な審議に至らなかったが、活用可能な発達支援センターや発達支

援事業所での活用を目指すことになった。研究開始当初の目的は概ね達成された。 

① 臨床応用 
試行的な臨床応用に止まった。今後、試行後に項目精査と尺度の再検討を続ける。その後、

作業療法士協会、中部地区発達支援センター長会議などへ協力を経て、完成版の臨床応用へ

と進めていく予定である。 

② 限界 
発達障害・他がある子どもと養育者が暮らすどのような地域でも等しい社会的サービスが

受けられることが理想である。しかし、幼児期においては発達支援センターや発達支援事業

所の具体的なサービス内容には格差がある。そのため本研究の質問紙の開発などを通じて、

まずは、利用者である養育者からの外出についての定量的な意見を聞き取るツールとして、

質問紙の開発に取り組んだ。しかし、地域限定から試行しつつも使用を全国に拡大するには、

時間を要する。その間においても、養育者と家族の外出に対する困難さに対する解決策が見

出しにくい現状である。開発と活用が発達障害・他がある子どもと養育者に届くまでには、

時間を要する。 
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第52回作業療法学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

発達障害がある子どもの作業療法

発達障害がある子どもの感覚-運動アプローチ

日本版Preschool Activity Card Sortの開発に向けた研究1?日本の就学前児が行う活動・参加についての文献調査

発達障害がある子どもの生活支援

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第52回作業療法学会シンポジスト講演

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本作業療法士協会

辛島千恵子

辛島千恵子

辛島千恵子

辛島千恵子

岡山市旭川荘研修会

日本学校保健協会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

発達障害がある子どもの作業療法の評価と支援

発達障害がある子どもの生活支援

子どもたちの心に重なる支援の実際

生態学モデルで推進する発達障害がある子どものwell-being

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日進市子ども福祉課研修会

静岡県作業療法士会

岡山市旭川荘研修会

辛島千恵子

辛島千恵子

辛島千恵子

辛島千恵子

発達障害のライフステージにそった子どもと養育者への支援

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

幼時期の特別にニーズがある子ども養育者

ASD児への生活行為への支援と作業療法

ASD児の作業療法と養育者への支援

福岡県作業療法を考える会研修会

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

〔図書〕　計9件

2023年

 ２．出版社
CBR

福田恵美子、辛島千恵子、宮内秀樹他5名
 ４．発行年

42
 ５．総ページ数

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名
小児の作業療法-匠の技-

 １．著者名

石川県作業療法士協会主催

中津川発達支援センター支援関係者研修会主催

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

辛島千惠子

辛島千惠子

辛島千惠子

中津川発達支援センター支援関係者研修会主催

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ASD幼児の作業療法の実際

発達障害かある幼児の養育者支援について

自閉症スペクトラム障害がある幼児から大学生への作業療法-ライフステージにそった協働-

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

6

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

CBR

理工図書

理工図書

辛島千恵子,矢谷玲子,福田恵美子,藤井浩美他

辛島千恵子

辛島千恵子

辛島千恵子

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

2

10

9

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

理工図書

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

人間発達とライフサイクル・総論3-2,6運動機能の発達

人間発達とライフサイクル・総論4-3社会性の発達と対人コミュニケーションの発達

人間発達とライフサイクル・各論Ⅱ1理学療法評価・作業療法評価

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

日本の作業療法発達史

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

4

2

13

10

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

辛島千恵子

辛島千恵子

 ４．発行年 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ２．出版社

理工図書

理工図書

人間発達とライフサイクル各論Ⅲ4環境・発達と理学療法、作業療法

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

人間発達とライフサイクル・各論Ⅲ1-4運動コントロールモデルと作業療法

人間発達とライフサイクル・各論Ⅲ3関係発達理論と作業療法

人間発達とライフサイクル総論Ⅰ

2020

 ２．出版社
理工図書

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名
2020

 ２．出版社
理工図書
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

上村　純一

(Uemura Junichi)

(70467322)

名古屋大学・医学系研究科（保健）・助教

(13901)

研
究
分
担
者

清水　英樹

(Shimizu hideki)

(70235662)

2018年12月11日削除名古屋大学・医学系研究科（保健）・准教授

(13901)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

五十嵐　剛

(Igarashi Go)

(50735199)

名古屋大学・医学系研究科（保健）・助教

(13901)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）


